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ⅠⅠⅠⅠ    運営運営運営運営の概要の概要の概要の概要    

  久慈市社会福祉事業団は、平成 15年 3月に久慈市により設立され、特別養護老人ホームぎ

んたらす久慈、養護老人ホーム養寿荘のほか、大川目地区、元気の泉、山根地区、宇部地区

のデイサービスセンターについて、久慈市から指定管理者の指定を受けて利用者の利便性と

サービスの質の向上に努めてきたところである。 

  また、平成 28年度に久慈市から事業譲渡を受け、新たに「居宅介護支援事業」、「訪問介護

事業」、「訪問入浴介護事業」、「居宅介護・重度訪問介護・行動援護事業（障害者）」の４事業

を直営事業として開始したところである。 

  一方では、平成 27年度の介護保険法の改正に伴う介護報酬単価の見直しにより、基本報酬

単価が大幅に減額改定されるなど、介護保険サービス事業所は厳しい財政状況にある。また、

介護業界は全国的に人材が不足しており、職員が疲弊し離職者が増加する傾向にある。 

  なお、平成 30年度から指定管理事業所の大川目地区及び宇部地区デイサービスセンターに

ついては、通常規模型通所介護iから「地域密着型通所介護」iiへ区分を移行し、直営事業所

の元気の泉訪問介護事業所については、職員の効率的配置の視点から事業を休止し、事業全

体の効率性の見直しを図ったところである。 

  このような中、一層効率的な運営に努めるとともに、基本理念の「利用者の尊厳及び人権

を尊重し、その人らしい人生を大切にする」、「利用者の願いや要求に真摯に向き合い、理解

し、共感する」、「利用者本位の自立・自己実現・自己決定の過程を支援する」ことに則り、

『安信共誠
あんしんきょうせい

』を標語に掲げ、一層利用者の利便性とサービスの質の向上に努めた。 

 

  ・利用者が「安」心できる施設を目指します。 

  ・家 族に「信」頼される施設を目指します。 

  ・地 域と「共」に歩み、共存する施設を目指します。 

  ・職 員は「誠」実なサービスを目指します。 

   （法人は職員に誠実な対応を目指します） 

 

ⅡⅡⅡⅡ    重点目標重点目標重点目標重点目標    

 (1)経営の効率化 

  ・介護報酬等について、各種加算を受けられるよう体制を整備した。 

  ・令和元年度の決算に基づき「社会福祉充実計画」を精査したが、新型コロナウイルス感

染防止に係る対応により、中長期視点に立った事業計画の策定には至っていない。 

 

 (2)人材確保 

  ・介護分野における人材確保が厳しい状況に鑑み、職員の定着を図るため、処遇改善に努



めた。 

  ・介護福祉士の不足解消に向け、法人独自の奨学金貸付事業の周知に努めたが、応募者が

なく貸付には至らなかった。 

  ・若年層に魅力ある求人情報の発信に努めるとともに、在職者には事業団の福利厚生につ

いて周知を図り離職者の減少に努めたが、６名が退職した。 

  ・短時間勤務等の雇用形態の多様化を図り、働きやすい環境を整えたことにより、介護パ

ート職員を２名雇用した。 

  ・ホームページについて、求人に特化したものにリニューアルしようとしたが、費用面で

再検討することとした。 

 

 (3)サービスの質の向上 

  ・利用者一人ひとりのニーズや課題の分析・評価等に基づき、利用者の自己選択・自己決

定を尊重した介護サービスを提供した。 

  ・身体拘束廃止やリスクマネジメントに積極的に取り組むとともに、事故・ヒヤリ・ハッ

ト事例を検証し、利用者が安全・安心に生活ができるよう支援した。 

 

 (4)研修体制の充実 

  ・多様な利用者のニーズに答える質の高いサービス提供をするため、職員の研修制度を拡

充した。また、施設ごとに各種研修計画を作成し、オンライン研修を交えながら積極的な

参加に努めた。 

  ・研修においては、先進的・専門的知識と技術の習得に努めるとともに、受講した職員に

よる伝達講習を実施し、広く知識・技術の浸透を図った。 

 

 (5)地域との共生 

  ・地域に開かれた施設として近隣の各種団体との交流や、教育機関等の実習生及びボラン

ティア等の受け入れを計画したが、新型コロナウイルス感染防止に係る対応により、実施

することができなかった。 

 

 (6)ガバナンスの強化 

  ・社会福祉法人制度改革に伴い、法人の持つ公益性に鑑み、経営組織のガバナンスの強化

及び事業運営の透明性の充実を図った。 

  ・第三者委員との苦情解決情報交換会を通じて情報の共有を図り、苦情及び要望の解決に

向けて検討を行った。 

 

 

 



ⅢⅢⅢⅢ    事業事業事業事業運営運営運営運営    

 １１１１    事業団事務局事業団事務局事業団事務局事業団事務局    

事業団の理事会、評議員会の開催及び出納調査を実施し、適正な法人運営に努めた。 

各施設に苦情相談窓口を設置し、意見や要望の集約を図るため情報交換会を開催したほ

か、各種事業を下記のとおり実施した。 

 

 (1)理事会（定数：理事６名、監事２名） 

理  事 遠藤譲一、澤里充男、皆川隆夫、久慈匡弘、嵯峨一郎、谷地忠人 

監  事 石渡高雄、佐々木信蔵 

  理事のうち３名は、久慈市長、久慈市副市長及び久慈市生活福祉部長の職にある者を選任。 

  ＜理事会の職務＞ 

  ①法人の業務執行の決定 

  ②理事の職務の執行の監督 

  ③理事長、副理事長及び常務理事の選定及び解職 

会 議 名 期  日 主  な  内  容 

第 1回理事会 令 和 2 年 6 月 4 日 ・理事長及び業務執行理事の業務執行状況報告について

(報告)〔令和元年 10月～令和 2年 3月までの期間〕 

・就業規則等の一部改正について（報告） 

・令和元年度事業報告について 

・令和元年度決算について 

・令和２年度資金収支補正予算(第 1号)について 

・評議員選任・解任委員の補充選任について 

・第２回定時評議員会の開催について 

第 2回理事会 令 和 2 年 12 月 17 日 ・理事長及び業務執行理事の業務執行状況報告について

(報告)〔令和 2年 4月～令和 2年 9月までの期間〕 

・準職員及び臨時職員等の雇用等に関する規程の一部改

正について（報告） 

・令和２年度資金収支補正予算(第 2号)について 

第 3回理事会 令 和 3 年 3 月 2 5 日 ・定款の一部改正について 

・令和２年度資金収支補正予算(第 3号)について 

・令和３年度事業計画について 

・令和３年度資金収支予算について 

・理事候補者の推薦について 

・令和３年度第１回臨時評議員会の開催について 

 

 



 (2)評議員選任・解任委員会（構成：監事１名、職員１名、外部委員２名の合計４名） 

監  事 佐々木信蔵 

職  員 長内壽一 

外部委員 吉田利昭、古山誠 

  ＜評議員選任・解任委員会の職務＞ 

  ①評議員の選任及び解任 

   開催なし 

 

 (3)評議員会（定数：７名） 

評 議 員 
村田東助、高屋敷真喜子、伊藤武男、小倉明、下道喜佐雄、木戸口敏男 

根井元 

  ＜評議員会の決議事項＞ 

  ①理事及び監事の選任又は解任 

  ②理事及び監事の報酬等の額 

  ③理事及び監事並びに評議員に対する報酬等の支給の基準 

  ④計算書類（貸借対照表及び収支計算書）及び財産目録の承認 

  ⑤定款の変更 

  ⑥残余財産の処分 

  ⑦基本財産の処分 

  ⑧社会福祉充実計画の承認 

  ⑨その他評議員会で決議するものとして法令又は定款で定められた事項 

会 議 名 期  日 主  な  内  容 

第 1 回臨時評議員会 令和 2 年 4 月 8 日 ・理事の補充選任について 

第 2 回 定 時 評 議 員 会 令和 2 年 6 月 24 日 ・令和元年度事業報告について 

・令和元年度決算について 

 

 (4)出納調査（監事：２名） 

監  事 石渡高雄、佐々木信蔵 

 

会 議 名 期  日 内     容 

監  査 

第１回出納調査 
令 和 2 年 5 月 2 5 日 

・令和元年度事業報告及び会計監査並びに 1 月～3 月ま

での会計執行状況 

第２回出納調査 令 和 2 年 8 月 3 1 日 ・4月～6月までの会計執行状況 

第３回出納調査 令 和 2 年 1 1 月 3 0 日 ・7月～9月までの会計執行状況 

第４回出納調査 令 和 3 年 2 月 2 6 日 ・10月～12月までの会計執行状況 



 (5)福祉サービスに係る苦情解決事業 

第三者委員 佐々木信蔵、高屋敷真喜子、伊藤武男 

苦情解決責任者 各施設の施設長 

苦情受付担当者 各施設の生活相談員等 

 

会 議 名 

内   容   等 

施 設 名 苦情 
目安

箱 
郵送 

要望

等 
計 

再掲 

解 決 継続中 

情報交換会 

(令和 3 年 3 月 17 日) 

ぎんたらす久慈 2    2 2  

養 寿 荘 

（特定施設・訪問介護） 
       

大川目地区デイサービスセンター        

元 気 の 泉 

（ 居 宅 ・ 入 浴 ・ ヘ ル パ ー ） 
1    1 1  

山根地区デイサービスセンター        

宇部地区デイサービスセンター        

計 3    3 3  

 

 (6)各種事業 

事 業 名 期  日 内     容 

実施なし ― ― 



２２２２    特別養護老人ホームぎんたら特別養護老人ホームぎんたら特別養護老人ホームぎんたら特別養護老人ホームぎんたらす久慈す久慈す久慈す久慈    

(1)家族との交流について 

   ・主な交流行事 

夏まつり 7月 29日開催 家族 0人参加 

敬老会 9月 16日開催 家族 0人参加 

   ・面会状況 

延面会者数 

(長期・短期) 
118 人 

月 平 均 

(長期・短期) 
9.8 人 

    ※ オンライン面会含む 

 

 (2)生活面及び健康面について 

  ①生活面においては、季節感を取り入れるため下記の行事を開催した。 

・誕生日会 ・夏まつり ・敬老会 ・クリスマス忘年会 ・もちつき 

・お楽しみクラブ 

②健康面の管理については、嘱託医による定期診療及び協力病院と連携を図りながら健康

の保持に努めた。（健康診断年 1回） 

   感染症対策については、新型コロナウイルス感染防止の対応として、利用者、職員等の

手洗い、うがいと施設、車内の消毒を徹底し、感染の防止に努めた。また、文書にて利用

者、家族に注意を呼び掛けた。 

 令和３年３月 21 日頃から下痢等の症状のある方が数名おり、26 日に有症者が５名とな

る。27日に有症者が 10名を超えたため久慈保健所に電話にて状況を報告。28日に久慈保

健所に検体を届け、その後、利用者５名の検体からノロウイルスが検出されたとの報告を

受ける。 

 施設内でのノロウイルス発生に伴い、久慈保健所の職員が来設して発生状況の確認と対

応の指示を頂き、感染拡大の防止に努めた。 

 

 (3)ボランティアの受け入れについて 

ボランティアの受け入れについては、新型コロナウイルス感染防止に係る対応により、実

施することができなかった。 

 

 (4)利用者、家族の意見等の反映について 

苦情相談窓口を設置し、意見や要望の集約を図った。日常生活においては、担当介護員が

中心となり、積極的にコミュニケーションを図り利用者の声を介護に反映させるよう努めた。

また、家族には広報の発行や面会時の状況報告を通して信頼関係の確立を図った。 

 

 (5)食事について 

生活の中で楽しみとなる食事については、利用者の身体の状況及び嗜好を考慮するととも

に、適時適温とし、季節感のある食事の提供に努めた。 

  ①行事食 27回 ②麺の日 毎月第 3火曜日 ③パンの日 毎月第 2・4木曜日 

  ④喫茶の日 毎週水曜日 ⑤嗜好調査 2回 ⑥残菜調査 2回 

 

 



 (6)委員会活動について 

内部組織として次の委員会を設置し生活レベルの維持・向上に努めた。 

  ①行 事 委 員 会  行事、レク活動等の準備・計画等を行った。 

  ②広 報 委 員 会  広報の発行、壁紙新聞の作成等を行った。 

  ③保 健 委 員 会  保健衛生・健康管理に関する活動を行った。 

  ④排 泄 委 員 会  排泄ケアに関する活動を行った。 

  ⑤環 境 委 員 会  居室環境の改善・整備、物品の管理等を行った。 

  ⑥リスクマネジメント委員会  安全確保、身体拘束廃止の推進等の活動を行った。 

  ⑦褥瘡対策委員会  褥瘡発生防止、褥瘡ケアに関する活動を行った。 

  ⑧感染対策委員会  感染症の防止、発生時の対策に関する活動を行った。 

  ⑨事 故 防 止 検 討 委 員 会  事故防止、発生時の対応に関する活動を行った。 

  ⑩喀痰吸引等に係る安全委員会  喀痰吸引等の安全対策に関する活動を行った。 

  ⑪身体的拘束適正化委員会  身体的拘束の適正化策に関する活動を行った。 

 

 (7)職員の資質向上について 

内部研修を開催するとともに、外部研修への積極的な参加に努め、職員の資質向上を図っ

た。 

  ①外部研修会・会議等参加状況  52回 

  ②内部研修会開催状況      36回 

 

 (8)利用者の状況について 

 ①月別入退所状況                 令和 3年 3月 31日現在（単位：人） 

月  

区 分 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

月初入所人員数 49 48 49 50 50 47 50 50 50 49 49 49 590 

 入 所  3 2 2  3 1 2  2 2 1 18 

 退 所 1 2 1 2 3  1 2 1 2 2 1 18 

うち末日退所              

月末入所人員 48 49 50 50 47 50 50 50 49 49 49 49 590 

 月初入所人員数には初日入所者を含む。月末入所人員には末日退所者を含む。 

 

 ②前住地別入所者状況                          （単位：人） 

区 分 

 

市町村 

現   員 
令 和 ２ 年 度 異 動 状 況 

入   所 退   所 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 

久 慈 市 9 38 47 4 13 17 4 13 17 

洋 野 町  1 1  1 1  1 1 

野 田 村  1 1       

計 9 40 49 4 14 18 4 14 18 

 

 

 



 ③年齢別利用者状況                           （単位：人） 

区 

分 

～64

歳 

65～ 

69歳 

70～ 

74歳 

75～ 

79歳 

80～ 

84歳 

85～ 

89歳 

90～ 

94歳 

95～ 

99歳 

100 歳

～ 
計 

男   1 2 2 3 1   9 

女  1 3 5 3 4 19 5  40 

計  1 4 7 5 7 20 5  49 

 

 ④介護度別利用状況                           （単位：人） 

区 分 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

男   1 6 2 9 

女  1 6 20 13 40 

計  1 7 26 15 49 

 

 ⑤年間利用状況                             （単位：人） 

 ２年度 元年度 対前年度(人) 対前年度(比) 

１ 日 当 た り 利 用 人 員 48.9 48.3 0.6 101.2 

利 用 延 べ 人 員 17,881 17,692 189 101.1 

 

 (9)短期入所生活介護事業について 

   指定居宅介護支援事業所との連携を密にし、利用者及び家族のニーズに基づくサービス

の提供に努めた。 

 

 ①短期入所者利用状況              令和 3年 3月 31日現在（単位：人） 

月  

区分 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

利用者数 20 21 26 26 24 22 24 24 22 21 21 21 272 

延べ利用者数 275 256 315 307 340 312 317 299 317 295 301 315 3,649 

１日平均 

利用者数 
9.1 8.3 10.5 9.9 11.0 10.4 10.2 10.0 10.4 9.6 10.8 10.2 10.0 

 定員 10名であるが、長期入所者が入院した場合は、空きベッドを利用して短期利用者を受入

れている。 

 

 ②年間利用状況                             （単位：人） 

 ２年度 元年度 増減 対前年度(比) 

１ 日 当 た り 利 用 人 員 10.0 10.0   0 100.0 

利 用 延 べ 人 員 3,649 3,654 △ 5  99.9 



３３３３    養護老人ホーム養寿荘養護老人ホーム養寿荘養護老人ホーム養寿荘養護老人ホーム養寿荘    

  入所者の社会復帰の促進及び自立の為に必要な指導及び訓練などで援助を行うとともに、

その有する能力に合わせた自立を目指すものとして日常生活の支援を行った。 

  処遇計画を作成し、その計画に基づき施設生活における自立支援を目指し、家事・生活援

助と介護サービスを行った。 

 

 (1)生活面及び健康面について 

  ①生活面においては、季節感等を取り入れるため下記の行事を開催した。 

・誕生会(毎月開催) ・花見会 ・敬老会 ・クリスマス会 ・餅つき 

・みずき団子づくり ・豆まき ・ひなまつり 

  ②健康面の管理について 

   嘱託医及び協力病院と連携を図りながら早期対応に努めた。 

   健康診断を 6月・11月の 2回実施した。 

   感染症対策については、新型コロナウイルス感染防止の対応として、利用者、職員等の

手洗い、うがいと施設、車内の消毒を徹底し、感染の防止に努めた。また、文書にて利用

者、家族に注意を呼び掛けた。 

 

 (2)入所者、家族の意見等の反映について 

  苦情処理相談窓口を設置し、意見や要望の集約に努めた。 

  電話連絡や面会時の報告を多くすることで家族とのコミュニケーションに努めた。 

 

 (3)地域交流（ボランティア・慰問・地域行事参加）について 

  ボランティアの受け入れについては、新型コロナウイルス感染防止に係る対応により、実

施することができなかった。 

 

 (4)食事について 

食事を楽しんでいただけるよう入所者の身体の状況及び栄養の状態を把握し、嗜好に配慮

した季節感のある食事の提供に努めた。 

  ①行事食 27回 ②選択食 21回 ③嗜好調査 2回 ④残菜調査 2回 

  ⑤手作りおやつ（調理）3回 

 

 (5)委員会活動について 

  内部組織として、次の委員会を設置し生活の向上に努めた。 

  ①行事・レク委員会  行事・レク活動等の準備・計画等を行った。 

  ②リ ス ク 委 員 会  事故防止の検討、身体拘束廃止推進等を行った。 

             環境  生活環境の改善・整備、物品の管理等を行った。 

  ③衛 生 委 員 会  感染症 感染症予防対策等を行った。 

             排泄  排泄介助の見直しを行った。 

 

 (6)職員の資質向上について 

外部研修への積極的な参加促進に努め、職員の資質向上を図った。 

  ①外部研修会参加状況   8回 

  ②内部研修会参加状況  12回 



 (7)入所者の状況について 

 ①月別入退所状況                 令和 3年 3月 31日現在（単位：人） 

 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

月初入所人員数 50 49 49 50 49 50 50 50 50 49 49 49 594 

 月中入所  1 1  1    1 1  1 6 

 月中退所 1 1  1     2 1   6 

月末入所人員 49 49 50 49 50 50 50 50 49 49 49 50 594 

 

 ②前住地別入所者状況                          （単位：人） 

区 分 

 

市町村 

現   員 
令 和 ２ 年 度 異 動 状 況 

入   所 退   所 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 

久 慈 市 10 30 40 2 1 3 2 1 3 

洋 野 町 2 3 5       

野 田 村  4 4 1 2 3 1 2 3 

普 代 村  1 1       

計 12 38 50 3 3 6 3 3 6 

 

 ③年齢別利用者状況                           （単位：人） 

区 

分 

～64

歳 

65～ 

69歳 

70～ 

74歳 

75～ 

79歳 

80～ 

84歳 

85～ 

89歳 

90～ 

94歳 

95～ 

99歳 

100 歳

～ 
計 

男  2 2 3 2 2 1   12 

女  2 4 3 5 8 14 1 1 38 

計  4 6 6 7 10 15 1 1 50 

 

 ④月別面会状況                             （単位：人） 

区分 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 平均 

面会 

者数 
1 2 2 10 8 2 5 7 9 11 12 6 75 6.25 

※ オンライン面会含む 

 

 ⑤年間利用状況                             （単位：人） 

 ２年度 元年度 増減 対前年度(比) 

１ 日 当 た り 利 用 人 員 49.5 49.6 △0.1 99.8 

利 用 延 べ 人 員 18,068 18,148  △80 99.6 



４４４４    養寿荘養寿荘養寿荘養寿荘特定特定特定特定施設施設施設施設入居者生活介護事業所入居者生活介護事業所入居者生活介護事業所入居者生活介護事業所 

  介護保険法及び老人福祉法の改正に伴い、平成 18年 10月より特定施設入居者生活介護事

業所の指定を受け、養護老人ホームの入所者は介護保険による居宅介護サービスを利用する

こととなり、サービス事業者との契約により施設サービスの一部について外部居宅介護サー

ビス事業者から介護保険サービスの提供を受けている。利用している居宅サービスは訪問介

護及び通所介護となっている。 

 

 ①サービス別利用状況               令和 3年 3月 31日現在（単位：人） 

区   分 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

要介

護者 

訪問介護 40 40 40 39 39 39 39 37 38 38 37 38 464 

通所介護 7 7 7 8 7 7 7 7 7 7 7 7 85 

要支

援者 

訪問介護             0 

通所介護             0 

計 
訪問介護 40 40 40 39 39 39 39 37 38 38 37 38 464 

通所介護 7 7 7 8 7 7 7 7 7 7 7 7 85 

 

 ②サービス別利用状況延べ人数                      （単位：人） 

区   分 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

要
介
護
者 

訪問 

介護 

身体介護 4,756 4,779 4,735 4,959 5,192 5,130 5,233 4,931 5,285 5,145 4,703 5,186 60,034 

生活援助 105 111 91 54 35 21 16 8 4    445 

通所介護 52 40 56 48 28 55 55 50 51 51 48 63 597 

要
支
援
者 

訪問

介護 

身体介護              

生活援助              

通所介護              

計 

訪問

介護 

身体介護 4,756 4,779 4,735 4,959 5,192 5,130 5,233 4,931 5,285 5,145 4,703 5,186 60,034 

生活援助 105 111 91 54 35 21 16 8 4    445 

通所介護 52 40 56 48 28 55 55 50 51 51 48 63 597 

 

 ③介護度別利用状況                           （単位：人） 

区 分 
要支援 

1 

要支援 

2 

要介護 

1 

要介護 

2 

要介護 

3 

要介護 

4 

要介護 

5 

計 

男   3 2 4 2  11 

女   6 9 1 11 1 28 

計   9 11 5 13 1 39 

 

 ④年間利用状況                             （単位：人） 

 ２年度 元年度 増減 対前年度(比) 

身 体 介 護 延 べ 人 数 60,034 57,435 2,599 104.5 

生 活 援 助 延 べ 人 数   445  1,263 △818  35.2 

通 所 介 護 延 べ 人 数   597   508   89 117.5 



５５５５    養寿荘訪問介護養寿荘訪問介護養寿荘訪問介護養寿荘訪問介護事業所事業所事業所事業所 

  平成 19年 10月より訪問介護事業所の指定を受け、訪問介護サービスの提供を行った。 

 

 ①サービス別利用状況               令和 3年 3月 31日現在（単位：人） 

区 分 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

要介護者 40 40 40 39 39 39 39 37 38 38 37 38 464 

要支援者              

計 40 40 40 39 39 39 39 37 38 38 37 38 464 

 

 ②サービス別利用状況延べ人数                      （単位：人） 

区   分 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

要介 

護者 

身体介護 4,756 4,779 4,735 4,959 5,192 5,130 5,233 4,931 5,285 5,145 4,703 5,186 60,034 

生活援助 105 111 91 54 35 21 16 8 4    445 

要支 

援者 

身体介護              

生活援助              

計 
身体介護 4,756 4,779 4,735 4,959 5,192 5,130 5,233 4,931 5,285 5,145 4,703 5,186 60,034 

生活援助 105 111 91 54 35 21 16 8 4    445 

 

 ③介護度別利用状況                           （単位：人） 

区 分 
要支援 

1 

要支援 

2 

要介護 

1 

要介護 

2 

要介護 

3 

要介護 

4 

要介護 

5 

計 

男   3 2 4 2  11 

女   6 9 1 11 1 28 

計   9 11 5 13 1 39 

 

 ④年間利用状況                             （単位：人） 

 ２年度 元年度 増減 対前年度(比) 

身 体 介 護 延 べ 人 数 60,034 57,435 2,599 104.5 

生 活 援 助 延 べ 人 数 445 1,263 △818  35.2 

 

 

 



６６６６    デイサービスセンター（大デイサービスセンター（大デイサービスセンター（大デイサービスセンター（大川川川川目地区目地区目地区目地区・・・・元気の泉元気の泉元気の泉元気の泉・山根地区・宇部地区）・山根地区・宇部地区）・山根地区・宇部地区）・山根地区・宇部地区）    

 (1)大川目地区デイサービスセンター 

・令和２年度から祝日を休業日とし、サービス提供時間を６～７時間と７～８時間の混合

型での営業として、利用者のサービス向上に努めた。 

また、地域の方々を中心に構成した運営推進会議を開催して意見を頂き、サービス向上

に努めた。 

 

 (2)元気の泉デイサービスセンター 

  ・令和元年度から日曜日を休業日とし、サービス提供時間を７～８時間での営業として、

従来から実施している重度の要介護者の受け入れを積極的に行い、利用者のサービス向上

に努めた。 

   また、山根地区デイサービスセンターへ配食を継続するとともに、新たに宇部地区デイ

サービスセンターへ配食を実施し、事業団のスケールメリットを生かした運営を行った。 

 

 (3)山根地区デイサービスセンター 

  ・令和２年度から祝日を休業日とし、サービス提供時間を６～７時間での営業として、元

気の泉デイサービスセンターからの給食により利用者の状態にあった食事の提供を行い、

利用者のサービス向上に努めた。 

また、地域の方々を中心に構成した運営推進会議を開催して意見を頂き、サービス向上

に努めた。 

 

 (4)宇部地区デイサービスセンター 

・令和２年度から祝日を休業日とし、サービス提供時間を６～７時間での営業として、元

気の泉デイサービスセンターからの給食により利用者の状態にあった食事の提供を行い、

利用者のサービス向上に努めた。 

また、地域の方々を中心に構成した運営推進会議を開催して意見を頂き、サービス向上

に努めた。 

 

 (5)共通実施項目 

  ①計画的な運営管理の維持と実施体制の充実 

   ・送迎については、乗降時の見守り、支援による安全、安心な乗降と、可能な限り利用

者の希望に沿った送迎体制をとるように努めた。また、送迎計画を基に安全な送迎の実

施を行った。 

   ・健康確認については、バイタルチェック（体温、血圧、脈拍等）を行うことで、適切

な健康状態の把握と対応に努めた。また、体調不良者については、家族及び担当ケアマ

ネジャー等と連携し、早期対応に努めた。 

   ・入浴については、利用者及び家族の利用目的の一つが入浴希望となっていることから、

利用者の状態に合わせた入浴の実施に努めた。 



   ・食事については、栄養士及び調理員が連携し、利用者の身体状況に合わせ栄養、嗜好

も考慮し、季節感のある食事の提供に努めた。 

   ・感染症対策については、新型コロナウイルス感染防止の対応として、利用者、職員等

の手洗い、うがいと施設、車内の消毒を徹底し、感染の防止に努めた。また、文書にて

利用者、家族に注意を呼び掛けた。 

  ②通所介護計画等による適切なサービスの提供 

   ・利用者ごとに担当者を決め、担当職員が中心となり個別のケアプランを作成した。こ

のケアプランを基に担当ケアマネジャー等との連携を図り支援内容の充実に努めた。 

   ・毎月スタッフ会議を実施して、利用者の情報を共有し、職種間のスムーズな連携に努

めた。 

  ③利用者及び家族等に対する支援体制の充実 

   ・連絡帳の活用や送迎時等、家族との情報交換を実施することで、利用者の健康状態等

の把握に努めた。 

  ④開かれた施設づくりと、地域との連携強化 

   ・開かれた施設づくりを目指して地域との連携強化に努めようとしたが、新型コロナウ

イルス感染防止に係る対応により、実施することができなかった。 

 

 (6)レク活動について 

  季節行事等を積極的に取り入れ実施した。 

  また、機能訓練としても位置付け、体操との整合性や連動性が図れるプログラムにより実

施した。 

 

 (7)利用者の意見等の反映について 

  苦情処理相談窓口を設置し、意見や要望の集約を図った。 

 

 (8)職員の資質向上について 

  外部研修等へ参加し、職員の資質向上を図った。 

  ①外部研修会参加状況  4回 

 

 (9)デイサービスセンター間の連携 

  相談員会議を毎月１回実施し、各デイサービスセンター間の情報交換を行うことで、事業

運営、業務の効率化を図った。 

 

 

 

 

 

 



 (10)利用状況について 

 ①月別利用状況（１日当たり利用人員）       令和 3年 3月 31日現在（単位：人） 

 ２年度 元年度 増減 対前年度(比) 

大 川 目 地 区 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 
13.8 

（2.4） 

14.3 

（2.0） 
△0.5 96.5 

元 気 の 泉 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 14.6 17.0 △2.4 85.9 

山 根 地 区 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 10.1 10.5 △0.4 96.2 

宇 部 地 区 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 14.8 15.0 △0.2 98.7 

計 
53.3 

（2.4） 

56.8 

（2.0） 
△3.5 93.8 

 （ ）内は、養寿荘利用者 

 

 ②年間利用状況（利用延べ人員）                     （単位：人） 

 ２年度 元年度 増減 対前年度(比) 

大 川 目 地 区 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 
3,451 

（597） 

3,677 

（508） 
△226 93.9 

元 気 の 泉 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 4,474 5,248 △774 85.3 

山 根 地 区 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 2,452 2,715 △263 90.3 

宇 部 地 区 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 4,377 4,601 △224 95.1 

計 
14,754 

（597） 

16,241 

（508） 
△1,487 90.8 

 （ ）内は、養寿荘利用者 

 

 



７７７７    元気の泉元気の泉元気の泉元気の泉居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所    

  利用者の委託を受け、心身の状況その置かれている環境等に応じて、利用者の意向に沿っ

た居宅サービス計画を作成し、適切なサービスが提供されるようサービス事業者との連絡調

整を図った。 

 (1) 業務内容について 

  ①介護サービス及び介護予防サービス（介護予防・日常生活総合事業）のケアプラン作成

をした。 

  ②利用者及びサービス提供等に関する定期会議を開催した。 

  ③24時間連絡受付及び相談対応体制の確保を図った。 

 

 (2)職員の資質向上について 

  外部研修等へ参加し、職員の資質向上を図った。 

  ①外部研修会参加状況  5回 

  ②内部研修会参加状況  2回 

 

(3)利用状況について 

①月別・介護度別利用者数                        （単位：人） 

月  

区 分 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

事業対象者 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 38 

要支援１              

要支援２              

要介護１ 61 58 64 64 62 60 60 63 65 63 63 63 746 

要介護２ 47 49 51 49 47 48 46 45 45 44 45 44 560 

要介護３ 25 25 23 21 21 23 19 19 20 21 21 22 260 

要介護４ 12 10 10 11 7 9 10 11 11 11 10 10 122 

要介護５ 9 9 8 7 8 7 7 4 5 5 6 7 82 

計 158 155 159 155 148 150 145 145 149 147 148 149 1,808 

※事業対象者は「介護予防・日常生活総合事業」の対象者。（平成 28年 10月より開始） 

 

 ②年間利用状況（居宅介護支援事業所）                  （単位：人） 

 ２年度 元年度 増減 対前年度(比) 

利 用 延 べ 人 数 1,808 2,037 △229 88.8 

 

 ③利用者及びサービス提供等に関する定期会議の実施（事例検討を含む） 

  回数 60回（概ね週１回実施、介護支援専門員４名・施設長１名・主任事務員１名） 

 ④24時間連絡受付及び相談対応件数（時間外・休日等） 71件 



８８８８    元気の泉（元気の泉（元気の泉（元気の泉（訪問入浴介護事業所・ヘルパーステーション）訪問入浴介護事業所・ヘルパーステーション）訪問入浴介護事業所・ヘルパーステーション）訪問入浴介護事業所・ヘルパーステーション）    

  訪問入浴介護計画に基づき、要介護者等の心身の特性を踏まえて、居宅等においてその有

する能力に応じ自立した日常生活ができるよう、入浴の援助を行った。 

  また、障がい者が居宅において自立した日常生活または社会生活を営むことができるよう、

利用者の置かれている環境に応じ、入浴の援助を行った。 

 (1)職員の資質向上について 

  内部研修等を開催し、職員の資質向上を図った。 

  ①内部研修会参加状況   2回 

  ②外部研修会参加状況   0回 

  ③定例会議       12回（毎月１回） 

 

(2)利用状況について 

 ①月別利用実績（訪問入浴介護事業所）                  （単位：人） 

月 

区 分 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

実人数 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 25 

延人数 10 7 9 7 8 8 6 7 8 7 6 8 91 

 

 ②年間利用状況（訪問入浴介護事業所）                  （単位：人） 

 ２年度 元年度 増減 対前年度(比) 

利 用 延 べ 人 数 91 148 △ 57 61.5 

 

 ③月別利用実績（ヘルパーステーション）                 （単位：人） 

月  

区 分 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

実人数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12 

延人数 7 7 6 6 7 8 8 7 8 8 6 8 86 

 

 ④年間利用状況（ヘルパーステーション）                 （単位：人） 

 ２年度 元年度 増減 対前年度(比) 

利 用 延 べ 人 数 86 87 △ 1 98.9 

 



９９９９    事業所別稼働率事業所別稼働率事業所別稼働率事業所別稼働率    

事 業 所 名 定 員 

平均利用者数及び稼働率 

30年度 

実 績 

元年度 

実 績 

２年度 

目 標 

２２２２年年年年度度度度    

実実実実    績績績績    

特別養護老人ホーム 

ぎんたらす久慈 
50名 

49.2 名 

(98.4％) 

48.3 名 

(96.6％) 

49.7 名 

(99.4％) 

44448888....9999 名名名名    

((((99998888....0000％％％％))))    

ぎんたらす久慈 

短期入所生活介護事業所 
10名 

10.5 名 

(105.0％) 

10.0 名 

(99.8％) 

10.0 名 

(100.0％) 

10.10.10.10.0000 名名名名    

((((99999999....9999％％％％))))    

養護老人ホーム養寿荘 50名 
49.9 名 

(99.8％) 

49.6 名 

(99.2％) 

49.7 名 

(99.4％) 

49.49.49.49.5555 名名名名    

((((99999999....0000％％％％))))    

大川目地区 

デイサービスセンター 
18名 

13.1 名 

(72.8％) 

14.3 名 

(79.4％) 

13.9 名 

(77.2％) 

11113333....8888 名名名名    

((((77776666....7777％％％％))))    

元気の泉 

デイサービスセンター 
25名 

17.8 名 

(71.2％) 

17.0 名 

(68.0％) 

17.0 名 

(68.0％) 

11114444....6666 名名名名    

((((55558888....5555％％％％))))    

山根地区 

デイサービスセンター 
15名 

11.2 名 

(74.7％) 

10.5 名 

(70.0％) 

10.4 名 

(69.3％) 

11110000....1111 名名名名    

((((66667777....3333％％％％))))    

宇部地区 

デイサービスセンター 
18名 

15.0 名 

(83.3％) 

15.0 名 

(83.3％) 

15.0 名 

(83.3％) 

11114444....8888 名名名名    

((((88882222....4444％％％％))))    

元気の泉 

居宅介護支援事業所 
― 1,908 件 2,037 件 2,004 件 1111,,,,808080808888 件件件件    

元気の泉 

訪問介護事業所 
― 休止中 休止中 休止中 休止中    

元気の泉 

訪問入浴介護事業所 
― 320名 148 名 120 名 99991111 名名名名    

元気の泉 

ヘルパーステーション 
― 83名 87名 72名 88886666 名名名名    

 ※入所施設（ぎんたらす久慈及び養寿荘）については、月の初日における在所者数の平均値

を掲載。 

  各デイサービスセンターについては１日当たりの利用者数を掲載。（ ）内は稼働率 

  居宅介護支援事業所については年間の延べ件数、訪問介護事業所・訪問入浴介護事業所・

ヘルパーステーションについては年間の延べ利用者数を掲載。 

  ２年度目標の欄は、予算作成時の利用者数及び件数を掲載。 

 
i 通常規模型通所介護…1か月当たりの平均延べ利用者数が 301人以上 750人以下の通所介護事業

所 
ii 地域密着型通所介護…１日の利用定員が18人以下の通所介護事業所 


